
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
発
展
へ

山口　範雄（味の素会長）

組織委員会委員長ごあいさつ
　
わ
が
国
経
済
は
、
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
経
済
危
機

か
ら
立
ち
直
り
の
兆
し
が
出
て

き
て
お
り
ま
し
た
が
、
２
０
１

１
年
３
月

日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、

日
本
の
経
済
状
況
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
復
旧
や
生
産
回

復
に
よ
り
徐
々
に
国
内
景
気
は

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
放
射
能
汚
染
や
風

評
被
害
、
電
力
不
足
や
円
高
進

行
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
な

ど
、
取
り
巻
く
状
況
は
深
刻
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
経
済
も
ま
た
大
き
く
変

わ
り
は
じ
め
、
環
境
保
護
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

安
全
・
安
心
の
確

立
な
ど
、
地
球
規

模
で
の
課
題
が
顕

在
化
し
は
じ
め
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
企
業
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
で

活
動
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
規
模
で
の
競
争
は
ま
す
ま

す
激
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
企
業
が
こ
の
よ
う
な
競
争

に
生
き
残
る
た
め
に
は
、
世
界

規
模
で
の
消
費
動
向
の
把
握
・

分
析
・
予
測
な
ら
び
に
、
開
発

か
ら
調
達
・
製
造
・
販
売
に
至

る
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
は
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、

企
業
活
動
の
根
幹
を
な
す
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
の
高
度
化
・
効
率

化
が
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
経
営
戦
略
上
の
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と

「
国
際
物
流
総
合
展
２
０
１
２

　
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
２
０
１
２
」
が

「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦

人
・
社

会
・
地
球
の
た
め
に

」
を
テ

ー
マ
に
き
ょ
う
開
幕
し
ま
す
。

世
紀
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
、
国
内
唯
一
の
物
流
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
の
専
門
展
示
会

を
、
産
業
界
を
挙
げ
て
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
外
よ
り
高
い
評
価
を
得

て
お
り
ま
す
本
展
示
会
を
、
情

報
・
技
術
交
流
、
交
易
振
興
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
関
係
各
位
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昼間　祐治（ＩＨＩ顧問）

実行委員会委員長ごあいさつ

産
業
界
の
発
展
支
え
る
物
流

　
わ
が
国
を
取
り
巻
く
経
済
環

境
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

分
断
な
ど
、
経
済
活
動
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
東
日
本

大
震
災
の
影
響
が
色
濃
く
残
り

な
が
ら
も
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
の
変
化
や
企
業
努
力
が

奏
功
し
、
生
産
活
動
の
回
復
傾

向
な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
見
え

始
め
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
産
業
界

に
お
い
て
は
、
世

界
経
済
を
け
ん
引

す
る
中
国
・
イ
ン

ド
な
ど
新
興
国
の

さ
ら
な
る
経
済
成

長
が
予
測
さ
れ
、

製
品
開
発
力
や
コ

ス
ト
競
争
力
の
強

化
、
環
境
負
荷
低

減
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
対
応

な
ど
、
経
営
戦
略
の
再
構
築
が

迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
全
体
最
適
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
実
現
を
担
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
高
度
化
・
効
率
化
は
、

企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す

う
え
で
も
、
そ
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
さ
を
増
し
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
現

場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化

・
多
様
化
な
ど
、
物
流
現
場
に

お
い
て
も
労
働
環
境
が
著
し
く

変
化
す
る
な
か
、
物
流
シ
ス
テ

ム
機
器
お
よ
び
物
流
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
我
々
の
英
知
を
結

集
す
る
場
、
「
国
際
物
流
総
合

展
２
０
１
２
　
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
―

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
　
Ｏ
２

０
１
２
」
が
、
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の

挑
戦

人
・
社
会
・
地
球
の
た

め
に

」
を
統
一
テ
ー
マ
に
、

き
ょ
う
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
今
回
で
記
念
す
べ
き

回
目

を
迎
え
る
本
展
示
会
は
、
最
新

の
物
流
シ
ス
テ
ム
機
器
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

の
高
度
化
へ
向
け
、
活
発
な
情

報
発
信
が
行
わ
れ
る
催
し
と
し

て
、
産
業
界
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

目
指
し
、
ア
ジ
ア
最
大
の
物
流

・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
展
示
会

で
あ
る
本
展
示
会
へ
、
関
係
各

位
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

きょう開幕
　
物
流
に
関
す
る
ア
ジ
ア
最
大
の
展
示
会
「
国
際
物
流
総
合
展
２
０
１
２
　
Ｌ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
２
０
１
２
」
が
き
ょ
う
か
ら

日
ま
で
の

４
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
。
第

回
を
数
え

る
今
回
は
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦

人
・
社
会
・
地

球
の
た
め
に

」
を
テ
ー
マ
に
４
０
２
社
・
１
５
８
１
小
間
が
出
展
す
る
。
隔
年

で
行
わ
れ
、
前
回
開
催
よ
り
約
１
４
０
小
間
拡
大
し
た
。
情
報
や
技
術
交
流
の
場

と
し
て

万
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い
る
。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で
。

入
場
料
は
１
０
０
０
円

事
前
登
録
お
よ
び
招
待
券
持
参
者
は
無
料

。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦

三
つ
の
課
題
で
集
中
展
示

　　 ２０１２年 平成２４年 ９月１１日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
国
際
物
流
総
合
展
は
日
本

産
業
機
械
工
業
会
、
日
本
産

業
車
両
協
会
、
日
本
パ
レ
ッ

ト
協
会
、
日
本
運
搬
車
両
機

器
協
会
、
日
本
物
流
シ
ス
テ

ム
機
器
協
会
、
日
本
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会
、

日
本
能
率
協
会
の
７
団
体
に

よ
る
主
催
。
１
９
９
４
年
に

第
１
回
を
開
催
し
て
か
ら
２

年
に
一
度
開
催
し
、
今
回
で

回
目
と
な
る
。

　
物
流
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

の
高
度
化
は
、
経
営
の
効
率

化
、
コ
ス
ト
削
減
に
大
き
く

貢
献
す
る
。
会
場
で
は
流
通

・
製
造
・
貿
易
な
ど
あ
ら
ゆ

る
業
界
に
役
立
つ
最
新
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
。
今

回
は
物
流
の
環
境
や
安
全
を

テ
ー
マ
に
提
案
し
て
い
る
も

の
が
増
加
し
た
。
再
利
用
可

能
な
包
装
資
材
や
、
低
燃
費

・
環
境
性
能
を
強
化
し
た
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
居
眠
り
運

転
を
防
止
す
る
製
品
、
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
な
ど
が

注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
保
管
機
器
・
仕
分
け

・
ピ
ッ
キ
ン
グ
・
搬
送
の
各

種
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
在

庫
や
コ
ス
ト
管
理
に
欠
か
せ

な
い
情
報
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
な
ど
が
実
機
を
使
っ
た

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
紹

介
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
業
務

改
善
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
物
流
機
能
の
外
部
委
託

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
案
さ
れ

る
。

　

日

時
半
か
ら
は
「
ア

ジ
ア
物
流
戦
略
講
演
会
」
が

行
わ
れ
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
国
内
市
場
の
縮
小

に
と
も
な
い
、
ア
ジ
ア
圏
に

お
け
る
市
場
開
拓
は
日
本
企

業
の
成
長
に
と
っ
て
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
。
講
演

で
は
ヤ
マ
ト
運
輸
、
沖
縄

県
、
全
日
本
空
輸
の
３
社

が
、
ア
ジ
ア
進
出
に
役
立
つ

現
地
の
配
送
情
報
や
新
た
な

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
情
報
を
提

供
す
る
。

　
そ
の
他
、
出
展
者
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
も
会
期
４
日
間
で

以

上
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
セ

ミ
ナ
ー
の
聴
講
は
全
て
無

料
。
会
期
中
通
し
て

時
か

ら

時

分
ま
で
展
示
ホ
ー

ル
内
の
二
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
会

場
で
行
わ
れ
る
。

　
同
展
で
は
、
物
流
業
界
で

特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
三
つ

の
分
野
で
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
「
ス
マ
ー
ト
ト

ラ
フ
ィ
ッ
ク

次
世
代
を
担

う
陸
上
輸
送
」
。
「
環
境
」

「
安
全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
陸
上
輸
送
を
提
案
す
る

ゾ
ー
ン
。
環
境
に
配
慮
し
た

商
用
車
や
安
全
に
配
慮
し
た

輸
送
周
辺
技
術
が
展
示
さ
れ

る
。
飲
酒
や
居
眠
り
運
転
の

防
止
対
策
も
。

　
二
つ
目
は
「
拠
点
進
出
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

企
業
の
発

展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
。
立

地
環
境
か
ら
物
流
サ
ー
ビ
ス

ま
で
拠
点
計
画
を
進
め
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
情
報
を
企

業
や
自
治
体
が
提
案
す
る
。

　
三
つ
目
は
昨
年
に
引
き
続

き
「
環
境
に
や
さ
し
い
包
装

シ
ス
テ
ム
」
ゾ
ー
ン
を
設

置
。
物
流
分
野
の
重
要
な
機

能
の
一
つ
で
あ
る
包
装
に
焦

点
を
当
て
る
。
省
エ
ネ
・
省

資
源
・
再
利
用
・
再
資
源
化

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
包
装
の
最

適
化
、
破
損
削
減
、
コ
ス
ト

削
減
を
提
案
す
る
。


